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１．はじめに 

 近年盛土のり面においては，短時間異常降雨の増加

による災害発生リスクへの対策が喫緊の課題となって

いる.盛土のり面の崩壊は集中豪雨が引き金となるが，，

深さ1ｍ未満の表層部におけるものが大半を占め，その

要因としては降雨の浸透による盛土内の地下水（間隙

水圧）上昇の影響が大きいと考えられる. 

 本論は，高速道路の盛土のり面調査箇所において表

層付近に土壌水分計を設置し，降雨時の盛土内の体積

含水率の挙動を確認するとともに，盛土深部の地下水

位の挙動との比較・考察を行ったものである． 

２．計測概要 

図－1に調査箇所を示す．山陽自動車道 神戸JCT～神

戸北IC 間に位置する幅約30m 程度の谷を埋めた3 段盛

土である．既往の地質図から本調査地付近は神戸層群

の砂岩・泥岩および礫岩を基盤岩とする区間であり，

盛土材料には脆弱化しやすい材料が用いられていると

考えられる．過去の点検ではのり尻付近等にて湧水が

確認されている． 

図－2に断面図と観測の調査位置を示す，N 値等の違

いから盛土部を表層・深部等に分類した（表－1）．表

－2に室内透水試験結果を示す，透水係数はk=1.35×

10-9～3.64×10-9m/s であり，盛土表層部・深部ともに

透水性の低いのり面といえる． 

 ボーリング孔を用いた地下水観測孔は，盛土下部に

No.1，盛土上部にNo.2 を設置した. 全長有孔管とし孔

内に水圧式水位計設置を設置した． 

間隙水圧計は盛土下部にてGL-5.0mの位置に設置し

た.設置位置から上部1m を砂利フィルター層，その上

部～GL までベントナイト等による遮水層とした. 

土壌水分計は盛土下部にて GL-0.5m，1.0m，2.0m の

深さに設置した． 
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図－2 断面図と観測の調査位置 

表－1 盛土各層土質分類 

表－2 室内透水試験結果 

図－1 調査箇所平面図 
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３．計測結果 

 図－4，図－5 は降雨イベントにおける体積含水率と

地下水位，降雨の経時変化をそれぞれ示している． 

図－4は2019年8月の時間最大20mm，累計雨量116mm

における変化を示す．降雨に伴い表層に近い GL-0.5m

の体積含水率が大きく上昇し，その後 GL-1.0m，GL-2.0m

が上昇した.降雨終了後の体積含水率の低下速度は緩

やかで，定常位置までは戻っていない.地下水位は同位

置の地下水観測孔 No.1・間隙水圧計が降雨後に上昇す

るが，間隙水圧計の方が降雨に対して連続的に上昇し，

降雨後の低下も緩やかである.地下水位は降雨後に数

日かけ定常水位まで低下した. 

図－5は2019年10月の時間最大10mm，累計雨量67mm

における変化を示す．図－4 と同様に降雨後 GL-0.5m

の体積含水率が大きく上昇した. 地下水位は同位置の

地下水観測孔 No.1 と間隙水圧計を比較し，間隙水圧計

が降雨時間中の大きな水位の上昇をとらえた. 

４．考察 

 観測から次のことが確認された． 

・降雨開始後，表層付近の体積含水率が大きく上昇し，

その後深部の体積含水率及び地下水位が上昇した 

・地下水位は降雨後に数日をかけて定常水位まで回復

するが，体積含水率の低下速度は著しく遅い 

・地下水位が低下後も表層の体積含水率は高い状態を

保った 

 表層部では，降雨時に早期に水位が発生し間隙水圧

が増加することを観測し，斜面変形リスクの高まりを

観測した.また，一度上昇した表層部の体積含水率の低

下速度は著しく遅く,盛土深部の地下水位が定常状態

まで回復しても表層部では斜面変形の危険性が高いま

まであるため，後続降雨が発生する場合には変形リス

クが高いといえる. 

 地下水位の観測結果を比較すると，地下水観測孔は

降雨量に敏感に反応し，間隙水圧計は連続的かつ大き

な変動を示した. 間隙水圧計の値は降雨後も高い状態

を示した後低下しており、盛土上部や集水地形からの

水の移動の影響をとらえた.緩やかな低下は透水性の

低い盛土の特徴にも合致するため，間隙水圧計による

観測の有効性を示した. 

今後、他の土質での計測から降雨時の体積含水率等

の挙動を蓄積することで，雨水浸透に伴う表層崩壊の

発生予測等に繋げていきたい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（a）体積含水率と雨量の経時変化 

（b）地下水位と雨量の経時変化 

図－４ 2019/8/14～22 計測結果 

（a）体積含水率と雨量の経時変化 

（b）地下水位と雨量の経時変化 

図－５ 2019/10/11～19 計測結果 
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